
高
齢
者
を
支
え
る
「
介
護
」

不
足
す
る
在
宅
介
護
の
手

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
も
人
口
が
多

い
と
さ
れ
て
い
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳

に
な
る
６
年
後
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
を
社
会

全
体
で
支
え
る
た
め
に
平
成
12
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
原
則
65
歳
以
上
で
要
介
護
認

定
の
申
請
が
で
き
、
本
市
で
は
現
在
約

３
千
500
人
の
方
が
要
介
護
認
定
を
受
け
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
要
介
護
認
定
者
の
状
況
で

は
、
75
歳
を
境
に
認
定
率
が
上
昇
し
て

　

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
る
と
見

通
し
が
あ
る
中
、
介
護
事
業
所
で
は
人
材

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。介
護
職
は
、

「
き
つ
い
」「
賃
金
が
低
い
」
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
、
ま
た
、
愛
知
県
で
は
自

動
車
産
業
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
介
護
職
の

人
材
が
特
に
集
ま
り
に
く
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　

介
護
職
の
労
働
実
態
調
査
に
よ
る
と
愛

知
県
で
は
、
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
感

じ
る
事
業
所
は
全
体
で
半
数
以
上
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
在
宅
に
訪
問
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

（
訪
問
介
護
員
）
事
業
所
で
は
、
約
80
％

が
不
足
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
は
他
職
種
と
比
べ
職
員
の
平

均
年
齢
も
高
く
新
規
の
担
い
手
が
少
な
い

た
め
、
人
材
確
保
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
在
宅
で
医
療
を
受
け
る
人
も
増
え

る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
在
宅
介
護
の
需
要

が
さ
ら
に
高
ま
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

長寿課
地域包括ケア推進室

　 66-1105

　

高
齢
者
の
増
加
が
今
後
見
込
ま
れ
る
中
、
介
護
業
界
で
は
全
国
的

に
人
材
不
足
と
な
り
、そ
の
現
状
は
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
号
で
は
、
介
護
を
支
え
る
現
場
の
声
に
迫
り
ま
す
。

　40 ～ 64 歳で 16 種類
の特定疾病（脳血管疾患、
若年性認知症など）により
介護が必要になった人も、
要介護認定の申請をするこ
とができます。

要介護認定の特例

ホームヘルパーってどんな仕事？

気になる！

介護事業所で従業員の不足を感じる職種

介護職員

全　体

訪問介護員

看護職員

介護事業所の平均年齢

全　体 48.8 歳

訪問介護員 53.7 歳

介護職員 46 歳

看護職員 51.9 歳

65.3%
81.2%
69.7%
44.4%

●介護職員初任者研修修了
●介護職員実務者研修修了
●介護福祉士資格取得

複数人でチームを組んで介護をします。チーム内で動き
をそろえるため、時間の制約が多いですが、相談し合い
ながら介護を行います。

１人で１人を介護します。定期的に近い距離で顔を合わせ
ながらいい関係を築くことで、利用者さんの本音を聞く
こともでき、それぞれの生活に合わせた介護を行います。

これらのうち、1つ完了することで
ホームヘルパーの仕事ができます。

施設施設

在宅在宅

働くために必要なのは？施設の介護と在宅介護はどう違う？

介
護
の
手 

ー
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
仕
事
ー

Check!

出典 :「令和元年度介護労働実態調査結果（愛知県抜粋）」（公財）介護労働安定センター
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